
重心ネットワーク部会 年間活動報告
平成30年度横浜市都筑区地域自立支援協議会 第3回全体会



都筑区基幹相談支援センター 中谷 麻奈氏

吉濱 優子氏

都筑区福祉保健センター 田中 明美氏

都筑区社会福祉協議会 宇佐美秀幸氏

横浜市多機能型拠点つづきの家 藪 太一氏

生活介護事業所 はぴねす 横瀬 雄樹氏

都筑区医師会訪問看護ステーション

宮島佳代氏・鈴木保代氏・佐藤恵理氏

横浜療育医療センター 大矢 裕子氏

横浜市立若葉台特別支援学校 中村 一樹氏

竹田 智之氏

横浜市立北綱特別支援学校 丸田 剛洋氏

幹事会 メンバー
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課題を実現するために必要な事柄
・計画相談
・支援者のネットワーク
・バックアップ体制
・喀痰吸引制度の明確化、助成
・医療ケアを実施することがメリットになる体制整備
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事例から見えてみたこと
①本人・家族との関係性の構築が、支援の原動力となる。
②計画相談の意義
③バックアップ体制の意義→支援体制の形成

事例検討を踏まえて…
出会いがある事から、関係性が構築される
関係性がある事で、本人・家族の思いを実現するための
取り組みができる
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●重心の方々の生活など、日頃関わる中で
出てくる疑問を交わし合う。

●重心の方々にかかわっている機関を見学する
ことを通して情報提供する機会を探る。

重心の方々にかかわる機関と
情報共有できる場を作る



第1回 H30 5月8日

・名称検討、今年度の取組みについて

第2回 H30 7月25日

・NW部会企画検討、役割分担の確認

第3回 H30 9月10日

・NW部会案内発送先の検討、運営の検討

第4回 H30 10月16日

・NW部会のグループ分け、進行についての共通理解

第5回 H29   10月31日

・NW部会振り返り

第6回 H31    2月19日

・NW部会振り返りと反省、次年度に向けて
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重心の方々にかかわる機関と
情報共有できる場を作る

日時：平成30年10月31日(水）10:00～12:00
場所：都筑区役所 6階大会議室
内容：「重心の方々とかかわる中で感じている事、知りたい事、

困っている事を話そう！！」
～重心の方に関わる支援者がネットワークでつながろう～

①今までの取り組みの報告
「重心児者施策に関する検討調査」等

②グループワーク

出席依頼機関：都筑区内に在住されている重症心身障害児者の
方々にかかわっている機関

近隣の特別支援学校、日中活動支援事業所、居宅・移動支援事業所
児童通所支援事業、日中一時支援事業所
訪問看護ステーション、訪問リハビリ、訪問マッサージ等
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■タイムスケジュール■
５分 あいさつ
15分 作業部会の報告

（好事例も含め、ネットワークの大切さを伝える）
20分 グループトーク

①自己紹介＆事業所アピールポンとの紹介
10分 休憩＆名刺交換タイム
50分 グループトーク

②テーマ設定
15分 発表
５分 あいさつ

■トークテーマ■
◎気になっている事、困っている事などを、どのようなことでも
話がしやすいように場を設定する
⇒事前アンケートを行って、予め情報を集めておく。
⇒例えば、入浴、余暇、居場所、トランスファー等

◎実際に担当している方から、聞き取りが出来ると良い
⇒知りたい事を話しやすい場を設定する。
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グループトークまとめ

新たな関係性の構築

共感や安心、新しいアイディアの発見等

【素朴な疑問】

重心に関しての一般
的な疑問を話し合う
ことができた。

【送迎】

送迎中の吸引、
広い道でないと止ま
れず留意している

【生活】

様々な事業体、
職種がいて重心の方
や家族の実態を知る

ことができた

【連携】

計画相談と医療
職との連携、精神
科との連携ができ
るといいなぁ

【施設】

学校をモデルにして開
所した施設、運動に
力を入れた施設など、

情報交換

【ネットワーク】

医師、PT、OT、ST
などを巻き込みたい！
民間や大学を巻き込
みたい！！懇親会が

したい！
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・定期的にやりたい
・他職種と話ができて良かった
・皆で共有したいことがあった
・保護者対象のサロン交換会を行いたい
・懇親会がしたい
・時間が少なかった
・時間設定として、日中活動の事業所は参加しにくい
・参加者を集める作業でこれだけの人がいたと知ることが
できたのが成果。（状況把握が成果。）
・アピールポンがよかった。これを見て繋がれる。
・重心未経験施設が重心をやってみたいと言っていた
→関係作り、開拓・啓発の成果
・ヘルパーが吸引できるようになるには助成等の仕組みが必要

全体のまとめ（アンケート結果、幹事会反省より）
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●時間設定の工夫
●目的、ターゲット設定の共通理解
●施設見学と情報共有、発信


